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晴
海
選
手
村
用
地
亮
却
1
2
m
m
万
円

ゼ
ロ
が
一
つ
足
ら
な
く
な
い
？

ヽ

晴
海
五
丁
目
選
手
村
予
定
地

の
処
分
（
涜
却
）
が
い
ま
大
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
は
、
1
3

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
土
地

（
東
京
ド
ー
ム
3
個
分
）
を
1
壷

当
た
り
1
0
万
円
の
超
安
値
で
開

発
事
業
者
に
売
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
へ
先
月
の
都
議
会
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
土
地
売
却

収
入
は
1
3
2
億
円
、
そ
の
土
地

の
処
分
原
価
は
3
5
1
億
円
、
差

引
2
1
9
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
だ
。

（
註
・
処
分
原
価
…
…
‥
土
地
造

成
や
そ
の
土
地
を
売
れ
る
よ
う

な
状
態
に
す
る
た
め
の
道
路
整

備
な
ど
に
要
し
た
費
用
。
買
収
で

吟
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

取
得
し
た
土
地
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
分
処
分
原

価
が
高
く
な
る
）

土
地
の
原
価
割
れ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
念
の

た
め
都
が
定
め
る
臨
海
地
域
開

発
規
則
を
見
る
と
、
「
通
常
は
、

処
分
予
定
価
格
は
適
正
な
時
価

に
よ
り
評
定
し
た
額
と
す
る
」
と

あ
る
。
一
般
に
適
正
な
時
価
と
は

公
示
価
格
、
基
準
地
価
格
、
近
隣

の
取
引
事
例
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
た
価
格
の
こ
と
を
い
う
。

ち
な
み
に
都
が
発
表
し
た
昨
年

の
基
準
地
価
格
を
見
る
と
、
選
手

村
予
定
地
の
す
ぐ
わ
き
で
l
誼

当
た
り
8
9
万
5
千
円
と
な
っ

て
い
る
。
都
議
会
共
産
党
の
調
べ

で
も
都
は
4
年
前
に
晴
海
二
丁

目
の
都
有
地
8
8
0
0
誼
を
1

議
当
た
り
1
0
3
万
円
で
処
分

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
す

れ
ば
選
手
村
予
定
地
の
実
際
の

時
価
は
一
読
当
た
り
1
0
0
万

円
と
み
て
ほ
ぼ
閲
違
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
選
手
村
予
定
地
の
土

地
売
却
収
入
は
1
3
2
．
0
億
円
、

土
地
の
処
分
原
価
を
差
し
引
い

て
も
1
0
0
0
億
円
近
い
お
釣
ノ

り
が
く
る
は
ず
な
の
だ
三
体
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
。

都
議
会
で
都
は
事
業
者
に
1

竜
当
た
り
的
九
円
の
超
安
値
で

売
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
分
譲

又
は
賃
貸
な
ど
に
よ
り
資
金
を

回
収
す
る
ま
で
に
長
期
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
収
益
性
が
劣
る
」

「
住
宅
の
各
フ
ロ
ア
の
廊
下
聴

診
拡
く
と
る
な
ど
の
選
手
村
と

し
て
の
使
用
に
対
応
し
て
蘇
物

を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
収
益
性
を
低
下
さ
せ
る
」

…

…

…

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

は

5

年

も
同
年
も
や
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
廊
下
幅
だ
ち
モ
5
～

1
0
m
も
と
る
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
1
0
0
万
円
を
調
万
円
に

減
額
す
る
理
由
の
説
明
に
は
全

く
な
っ
て
い
な
い
。
売
却
価
格
が

高
い
と
開
発
事
業
者
が
な
か
な

か
決
ま
ら
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

間
に
合
わ
な
い
の
で
や
む
を
得

な
い
と
言
い
た
い
の
か
も
知
れ

な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
時

価
に
近
い
融
織
的
な
価
格
で
売

っ
て
も
開
発
事
業
者
に
と
つ
て

は
美
味
し
い
仕
事
の
管
だ
。

現
に
売
却
価
格
が
は
っ
き
り

し
て
い
な
か
っ
た
l
年
以
上
前

の
段
階
で
、
開
発
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
や
大
手
不
動
産
会
社
を
中
心

に
十
三
社
が
集
ま
っ
て
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
事
業
協
力

者
と
し
て
参
画
し
て
（
昨
年
廣
一

年
間
）
、
都
に
い
ろ
い
ろ
提
案
し

て
い
た
の
だ
。
恐
ら
く
事
業
者
募

集
に
際
し
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の

所
属
会
社
や
系
列
会
社
な
ど
が

名
乗
り
を
上
げ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
大
手
企
業
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
に
有
利
な
出
来
レ
．
－

ス
の
よ
う
な
こ
と
が
ま
か
り
通

ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
選
手
村

整
備
を
含
む
晴
海
五
丁
目
の
市

街
地
再
開
発
の
方
式
や
進
め
方

と
無
関
係
で
は
な
い
。

市
街
地
再
開
発
法
で
は
、
開
発

整
備
に
民
間
や
大
企
業
か
ら
の

「
協
力
止
を
得
や
す
く
す
る
た
め

に
、
「
特
定
建
築
者
」
制
度
を
導

入
し
て
い
る
。
「
特
定
建
築
者
」

制
度
と
は
、
都
が
開
発
事
業
者
に

土
地
を
譲
渡
し
、
同
車
業
者
が
建

物
を
建
設
し
、
同
時
に
取
得
し
て

避
雷
（
住
宅
な
ど
の
分
譲
・
貸
付

な
ど
の
業
務
）
も
全
て
自
ら
が
や

る
と
い
う
制
度
の
こ
と
。
こ
の
開

発
事
業
者
の
こ
と
を
特
定
建
範

者
と
い
う
。
都
は
事
業
者
の
選
定

や
譲
渡
価
格
の
決
定
に
際
し
、
応

募
要
領
で
譲
兼
予
定
価
格
（
選
手

村
で
は
こ
れ
が
江
壷
当
た
り
的

万
札
）
を
あ
ら
か
じ
．
め
示
し
、
そ

れ
を
超
え
る
譲
渡
希
望
価
格
老

申
し
出
た
応
募
者
を
総
合
的
に

決
め
て
い
る
。

都
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
、

選
手
村
と
し
て
使
う
住
宅
（
各
棟

と
も
7
階
よ
り
下
の
部
分
）
を
特

定
建
築
者
か
ら
借
り
上
ば
や
終
わ

れ
ば
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
で
は
あ
ま
り
旨
み
が

な
い
だ
ろ
う
と
開
発
事
業
者
の

考
え
を
都
が
何
度
し
た
の
か
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
印
階
建
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
2
棟
も
建
つ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

格
差
と
貧
困
が
拡
大
す
る
中

で
、
ま
と
も
な
住
宅
が
確
保
で
き

な
い
人
が
都
内
に
は
何
十
万
と

い
る
。
彼
ら
に
無
縁
な
住
宅
を
建

て
さ
せ
、
都
民
の
共
有
財
産
で
あ

る
土
地
も
原
価
割
れ
の
超
安
値

で
売
る
。
大
会
が
終
わ
れ
ば
都
民

に
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
は
何
も

残
ら
な
い
。
こ
れ
だ
け
都
民
を
愚

辞
し
た
話
も
余
り
な
い
ー
。
特
定
建

築
者
に
選
手
村
を
作
っ
て
も
ら

う
の
だ
か
ら
、
l
壷
当
た
り
1
0
万

円
も
仕
方
な
い
と
い
う
の
な
ら
、

；
土
地
な
ど
売
ら
ず
、
そ
）
寧
選
手

ー
村
も
、
安
い
公
営
住
宅
も
全
部
都

が
自
前
で
整
備
し
た
ら
ど
う
だ
。

ど
っ
ち
が
税
金
や
都
民
の
共
有

財
産
の
有
効
な
使
い
方
な
の
か

都
議
会
で
も
っ
と
諮
輸
す
べ
き
、

審
査
・
評
価
し
て
特
定
建
築
者
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7月参議尋　うごき 

上
図
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
、
最

近
公
表
さ
れ
た
最
終
版
の
、
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
の
絵
と

い
え
る
。

大
会
後
は
6
0
0
0
戸
の
マ
ン

シ
ョ
ン
と
な
り
、
1
万
数
千
人

が
住
む
町
と
な
る
が
大
き
な
吼

題
が
あ
る
の
だ
。

第
一
に
∵
こ
の
選
手
村
を
作

為
甘
地
」
曽
軸
薗
樹
繊
抄
倒
督

部
分
だ
け
）
　
1
－
3
万
3
9
0
0

諸
寄
民
間
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
辛

に
売
却
す
る
が
、
　
′

そ
れ
が
何
と
し
壷
当
り
「
0
万

円
坪
3
3
万
円
の
超
破
格
で
、

大
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
∴
ピ

こ
ん
な
土
地
な
ら
誰
で
も
買
い

た
く
な
る
だ
ろ
う
∵
志
筈
高

え
る
の
は
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

だ
け
だ
。

今
年
平
成
2
8
年
1
月
1
日
の
東

京
都
内
の
公
示
価
格
が
発
表
さ

く
れ
た
が
i
・
・
ト
ト
「

▼
中
央
区
内
の
住
宅
地
で
一
番

安
い
の
が
1
I
壷
当
り
1
0
i
3
万

円
（
日
本
橋
湊
町
3
丁
目
）

高
年
へ
㌃
－
「
易
経
∵
や
草
∵
＼
キ

▼
商
業
地
で
駄
本
「
は
な
つ
た

の
が
（
銀
座
4
丁
目
5
～
6
）

l
諸
4
0
1
直
方
円
　
中
央
区

内
で
l
壷
1
0
万
円
で
買
え
る

土
地
な
ん
て
無
い
。
そ
れ
な
ら

2
3
区
内
で
あ
る
の
か
調
べ
て
み

る
と
、
無
い
。

▼
住
宅
地
で
1
諸
当
り
1
0
万
円

以
下
で
巽
お
う
と
す
る
と
多
摩

地
区
か
∵
　
餅
邁
窮
鼠
に
い
か

▼
青
梅
市
嚢
稿
町
9
万
8
千
円

▼
あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
天
神
前

9
万
9
千
円

▼
西
多
塵
郡
滞
積
町
殿
ヶ
谷
狭

山
平
9
万
2
千
円

離
島
で
は

▼
大
島
町
売
町
　
1
万
3
千
円

▼
八
丈
島
大
賀
郷
1
万
2
千
野

▼
小
笠
原
村
父
島
5
万
8
千
円

東
京
の
ど
巽
ん
中
、
中
央
区

晴
海
で
1
0
万
円
が
、
い
か
に

安
い
か
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
土
地
大
安

売
り
の
イ
ン
チ
キ
が
、
バ
レ
て

い
る
。
同
じ
中
央
区
の
晴
海
で

都
が
2
4
0
1
2
年
に
売
っ
た
都

有
地
が
I
I
諸
当
り
1
0
3
万
円

で
売
っ
た
前
例
が
あ
っ
た
の
だ
。

（
晴
海
2
丁
目
）

選
手
村
は
、
そ
の
完
動
地
か

ら
約
1
キ
ロ
ち
ょ
ち
と
し
か
離

れ
て
い
な
い
場
所
（
晴
海
5
丁

目
）
な
の
に
、
選
手
村
に
は
1

0
分
の
1
セ
疑
る
と
い
ー
p
暴
挙

だ。

6
千
戸
も
の
住
宅
を
作
る
の

に
全
て
が
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
で

分
譲
と
一
部
だ
け
賃
貸
。
都
民

の
要
求
で
あ
る
公
共
の
住
宅

（
都
営
住
宅
）
な
皆
は
作
ら
な

い
。
都
営
の
抽
選
倍
率
は
毎
回

2
0
倍
以
上
に
も
な
る
の
に
、
ド

ケ
チ
知
事
は
何
を
考
え
て
い
る

のか。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
嚢
で
、

甘
い
汁
を
吸
う
輩
が
見
え
始
め

◆
主
な
活
動
記
録
◆

5
・
1
7
オ
リ
∴
ハ
ラ
都
暁
の

会
野
務
局
会
議
（
新
日
本
ス
′

ボ
ー
ッ
連
盟
）

5
・
2
1
市
場
移
擬
反
対
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
築
地
講
堂
）

5
・
2
3
臨
海
部
馬
連
第
六
回

世
話
入
会
…

5
・
2
5
都
議
会
オ
リ
：
パ
ラ

特
別
費
員
余
儀
轍
　
（
都
議
会

内）5
・
2
5
臨
海
部
問
題
中
東
産

の
会
学
習
交
流
会
　
（
佃
区
民

館

）

　

　

　

　

。

－

′

早
当
事
¢
臨
港
道
路
蘭
沌
藤
陳

階
審
蛮
　
（
都
議
会
経
済
港
湾

委
恩
会
）

5
・
3
0
菓
京
自
治
研
分
科
会

′
∵
実
行
委
鼠
会
（
壁
用
忠
治
労

（連）6
・
2
二
〇
一
七
年
康
対
都
子

舞
要
求
衝
動
英
行
委
民
会

東
京
地
諺

6
／
一
2
～
6
・
3
臨
海
部
大
気

汚
染
測
定
一
i
∴
：
予

6
‥
3
市
場
移
転
反
対
バ
レ
ー

一
ド
実
行
委
鼠
会
（
東
軍
労
）

6
・
9
箆
鮒
公
金
返
還
讃
求
裁

渕
悶
顕
罪
諮
（
東
京
地
裁
）

宮
人
。
・
遮
o
　
「
臨
海
が
勅
塩
蔵
」

第
三
〇
母
編
集
会
議
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晴海選手村開発事業者決定に至る経緯（2016．7現在）

年、，鼠 �経　　　緯 �備　　考1、、 
2013．・9 �や。20一大会東京招致決定） �映写 

2013．10 �・東京都十全画提案書」作成を日 �・日本設計を含め二社入札、840 
一一201蛮3 �建設善部ご委託 �万円で日建設計が落札 

2014．4 �・「晴海選手村地区計画検討業務」 �・随意契約（3，024万円） 
～2015．3 �ーをも建設計に委託 

2014．1°2 �・東京都、住宅「モデルプラン」 �・「モデルプラン」作成者は日建 
、噴嚢 �設計、13．4haの土地に14－17i F建22棟、50F建2棟 

2015．1一一2 �・事業協力者募集 �・一企業グループのみ応募 

2015．3 　Ji �・婁業協力者決定 �・財界の中心企業13社で構成、 「晴海SmartCitvグループ」 

2015．4 �年事業協力者「晴海SH岨rtαtyグ �・都は多様な入居者への対応、 
～2016．3 �ループ」が住宅整備・運営・経 �生活利便施設、医療福祉施設の 

＿－常に関する主な事項を都と協議i �導入、エネルギー低減策の検討 を同グループに指示 

2016．7 �言海定建袋書の決定 　　1ヽ∴ �・特定建築者の選考において、上記 

企業グループが評価の対象 

2016秋？ �∴東京都、同特定建築者と住宅整備（晴 �（予定）i 

言海地区開発）iに関する契約締結 

2017．1 �・選手村（住宅整備）工事着手 �（予定） 

註①　事業協力者応募資格・・・3年脚こ一度は1，500戸以上供給した実績があること。

註②　事業協力者「晴海SmartCi吋グループ」構成企業（13社）
‥…－三井不動産レジテンシャル（代表企業）、NTT都市開発、新日鉄興和不

動産、住友商事、住友不動産、大和ハウス工業、東急不動産、東京建物、野

村不動産、三井物産、三井不動産、三菱地所、三菱地所レジデンス

託③　（株）日建設計………同社の歴史的経緯から住友系企業との結びつきが強い。

‘‘臨海かねら撒’，発結10同誌i 

記念懇親会兼暑気払い 
201‾06年7月TO日創刊号発行以来、今年の6月 

15日120号を発行してちょうど10年になりまLA 

た∴これを機に、読者の皆さんの意見を聞きながら、 
一層の紙面充実を図ってい牽たいと考えています。 

多くの皆さん少懇親会への参加を呼びかけます∴ 

★日時‾「8月2二2由（月）午後5時3＼0分～ 

主会場：職員食堂・西洋フード（都庁第一庁舎32階） 

★会費：3，；00．0円 
、《申し込み連絡先》事務局長＿．＿。，市川隆夫■ 

＿　携帯10台i0－1853－5505 

晴
海
五
輪
選
手
村
、
土
地
売
買
擬
惑

1
2
m
百
万
円
が
十

榊
な
ぜ
？

東
京
都
が
晴
海
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
粛
予
定
地
を
、
超
安
値
で

開
発
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
禿
ろ
、
つ

と
し
て
い
る
こ
と
が
今
年
3
月
判

明
し
ま
し
た
。
大
手
企
業
言
い
な

り
の
そ
の
土
地
価
格
は
、
相
場
の

百
万
円
／
2
m
を
九
割
も
割
り
引
い

た
十
万
円
／
2
m
で
す
。
間
鰭
の
選

手
村
予
定
地
の
面
積
は
約
1
3
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
時
価
一
千
三
百
億
円
の

こ
の
土
地
を
、
た
っ
た
の
百
二
十

九
億
円
で
売
ろ
う
と
い
う
の
で
す

「
こ
り
ゃ
、
あ
ん
ま
り
だ
」
　
と
本

紙
で
も
そ
の
デ
タ
ラ
メ
ぶ
り
を
何

度
か
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

「
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た

の
か
？
」
「
都
民
が
知
っ
た
ら
東
京

都
は
強
行
で
き
る
わ
け
が
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
臨
海
都
民
連
は

徹
底
的
に
追
及
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
し

情
報
開
示
求
め
る
．

さ
る
6
月
1
5
日
、
臨
海
都
民
連

は
、
以
下
の
文
書
の
情
報
開
示
請

求
を
行
い
ま
し
た
。

「
　
晴
海
選
手
村
「
モ
デ
ル
プ

ラ
ン
」
　
（
二
〇
一
四
・
㌦
二
部

発
表
）
　
に
つ
い
て

・
製
作
者
選
定
に
関
す
る
文
責
や

・
「
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
」
制
作
委
託

契
約
書

・
成
果
物
　
（
「
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
」

等
）
一
式

二
“
晴
海
選
手
村
の
事
業
協
力

者
の
選
定
に
関
す
る
交
替

三
．
開
発
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に

土
地
を
百
二
十
九
億
円
で
売

る
こ
と
に
決
め
た
際
の
検
討

文
書
・
・
・
・
な
ど
で
す
。

都
開
示
引
き
延
ば
す

隠
し
通
す
積
り
か
？

都
の
条
例
で
は
2
週
間
以
内
に

開
示
す
る
の
が
原
則
で
す
か
ら
、

先
月
中
に
す
べ
て
開
示
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
期
限
内
に
開
示
し
た
の
は
二

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
」
　
に
関
す
る
文
書

の
み
で
す
。
三
．
事
業
協
力
者
」

や
　
「
三
．
土
地
譲
渡
価
格
」
　
の
ど

う
し
て
も
私
た
ち
が
知
る
必
要
の

あ
る
情
報
は
す
べ
て
、
関
係
企
業

と
相
談
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
開
示
期
限
の
延
長
を
一

方
的
に
通
告
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
一
都
開
示
し
た
も
の
の
中
に

も
、
一
面
す
べ
て
黒
塗
り
の
文
書

も
混
じ
っ
て
お
り
、
そ
の
写
し
訂

欲
し
い
と
い
ゝ
お
と
、
そ
れ
も
コ
ピ

ー
代
が
必
要
と
い
う
デ
タ
ラ
メ
ぶ

り
で
し
た
。

粘
り
強
い
追
及
必
要

こ
の
選
手
村
の
住
宅
整
備
計
画

は
、
何
し
ろ
関
係
業
界
筋
か
ら
、

「
四
十
年
ぶ
り
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
　
と
言
わ
れ
て
い
る
代
物
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
財
界
大
企

業
か
ら
東
京
都
が
羽
交
い
絞
め
に
一

掬
調

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
か

ら
、
追
及
に
は
厚
い
壁
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
が
あ
．
り

ま
す
。
都
民
の
財
産
を
不
当
に
処

理
す
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
言

本
件
の
よ
う
に
、
東
京
都
が
、

理
解
不
能
な
超
安
値
で
開
発
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
土
地
を
売
ろ
う
と

し
て
い
る
背
景
に
は
、
「
タ
チ
の
悪

い
官
製
談
合
」
が
行
わ
れ
て
い
る

疑
い
が
濃
厚
で
す
。
私
た
ち
は
、

こ
う
し
た
問
題
も
含
め
て
粘
り
強

く
追
及
し
て
い
き
ま
す
が
、
本
紙

本
号
で
は
、
開
発
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
が
決
ま
る
ま
で
の
経
緯
を
表
に

ま
と
め
て
お
き
ま
し
た
。
－


